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〈研究紹介〉

電波望遠鏡はピンボケ?

東京大学東京天文台森本雅樹

円 HI'下出宅 ISI W! iJ!l J円1 でのある日のことです。コ

/トロール械の北側のベランダの千招リをはずし

て 7 レ ンでノレビジウム JJ;':子 l時計の吊リ降ろし作

業が行われました。 11;\，1. 1 をアンテナに五 liんでコン

トロール械の原[-II寺 ~I とアンテナの中にある受信

機との時五 11 同期!の確保のための II守 H十砂出Jによるタ

イムトランス 7 ァーです。世界で初めて，人 J"，jill

m のアン子ナを柱|干にした VL131 尖験の司j~ 1~fiのひ

とこまです。

一年がかりて叶1，伯、テス}を進め半年がかりで

本失験が行われ， とてもうまくいきました。世界

ではじめて地球直径の 22 仙の lbk~j!による観iJl11が

成功したのです。

長いあいだ屯波可~:&鋭はピンボケだといわれて

きました。テレビのアンテナを巧えて卜さし、。テ

レビ局がアンテナの7， 11'Jからすこしずれていても

電波はちゃんと人って来ます。 'dt波望遠鋭も所設

アンテナには逃いありません。 U的外の天体(方

1"1)からの屯械を分自Itする能力は利い、のです。つ

まりピンポケ 'Tj :i{ と 1 ，1 じです。

光でとった勺:ft:は角度の l 秒くらいの解像力を

もち.また天体の j，i:f li を iJl1 J る料fI立て '1 ;1特別!な場合

では 0 ， 01 秒が得られています。電波は光にくらべ

て波長が長いために角川像力，位世を測る村皮とも

にぐっと劣り，ピンボケだということになってい

るのです。

天体の位 ili を if 他にはかって宇宙を:淵べる研究

を位 ltt 天文学と言います。"R.上'1を発見したハー

シェルやハレーすい主誌のハレーは. h~ の到 J 与を長

年測って太陽系が JT\ の世界のなかを卸 Jいているこ

とをみつけました。さらにスベクトノレ観測が行わ

れるようになってド y プラー効来の観測と組み合

わせて銀刊 fR ，、の同転までみつかったのです。

阜の距離は太陽のまわりの地球の足@})によって

毘の iii~ 出がゆらぐことを利用して剖 11 ります。さっ

さの制収てーは近距縦の皇の ~I' 月If しか測れませんが，

- 1 ー



臼田深宇宙戸ンテナと共にスペースVLBI実験に

参加する野辺山45m電波望遠鏡。

それを ~\iJtにして他の民休の目a縦が北i 定されるの

だから千n安門がわかるでしょう。

しかしこのような観測でも，地球の2正気の焔れ

による像の市Lれのためにこれ以 kの精度の|古] I は

無主Q といつことになってきました。その紡栄町位

置天文ザの i立にたっ純聞は次第に限られたものに

なってきていました。

屯;/Ji.のピンボケを克1MするためにはーIe渉引が似

われます。二つのアンテナを離して iU き.それを

ケーフソレで粘んて""';{l i止め|渉を{止ってふたつのア

ンテナか句の屯j庄の波形のズレをはかり、 711主主の

やって来る方 [II] を訓iべるのです。さらにアンテナ

間隔をひろげて数下キロ離れた電波盟遠鏡をテ

プレコーダーでむすんだーl 渉，~i がVLI:l l，その

方的アンテナをスペースに上げたのが松和]の話に

11\てきたスペース V LSIです。下捗計とくに VL

Sf て'I;): 屯波のやってくる万 [IIJ ，つまり竿の tでの

大体の位iFt を iilll る制度が両< ，また解像力でも光

の量~iillJ をしのぐ0001 紗が何られるよつになってき

ました。この新しい可能制のために位山天文'干は

また発礼的時代を迎えようとしています。ピンボ

ケがill' きどころだったむ波天文学も随分がんは司っ

たものです。

さらに粘 lit と解像力を上げるのは， i-ti.い i!li長を

使うか， JLtAl を 1'1'ばすしかありません。野辺山の

45 〆ー卜 yレ盟述鋭I.U'j ，、波長ではズパぬけた刊能

をもっています。これが I·ii]者の日l 能性で期刊さ

れ.さっきお話したスペースV LBI が後-Iiiの期待

をしよっているわけです。

銀河系はヂJ 2 億年でー lui転しています。この回

転はVLBI を使えば 2 か月で測定にかかります。

天 14>:の距離，運動なども現夜の 10iffの範凶まで子

が届くようになります。現在のところ，銀河系内

と外の天体の~[!j止の刊質の追いから.そのi.!l:Wi を

比較することがむずかししすべてがうまく行っ

ているわけではありませんが，近くその問題も M

dとするでしょう。

11'1 年め 5 1'], ~f'辺山の45 メートノレ望遠鋭とアメ

リカ、 ヨーロ y パなと'の'也ィiJi望遠鏡をつないだ V

LSl 主~illil では波長 7 ミリメートノレが使われて解像

力0.0∞1秒が達成されようとしています。

ミリ波の VU占 l 飢相II で一番むずかしいのは l時計

の|日ImJ て"す。 1- 在viii て·"[t1 i，庄のやってくる方向をは

かるのは、二つのアンテナからはいってきた電波

の波形のズレを iillJ るのですから耐 }j の時百|がキ y

チリ令っていなければなリません。?干 i且の下捗青|

では二つのア/テナがケ ブノレで結ばれているの

ですからあまリ問題はないはずです。しかし V

LBl では nl，j1jが独庄の II:): iI-j をもち，日 II 々のテープ

レコーダに記録するのですから大変です。

解除)J を上げようと波長を短< oj ることは，そ

れだけ波形の丈レに敏感になるからです。つまり，

H村|を刊に IF しく合わせる必裂があるのです。ミ

リの波長の VL131 がむずかしくて主か主か成功し

なかった原凶はそんなところにもあったのです。

もう一つ，疋になる時計のングナノレを hiい波長

に合うように!詞波数の高いン 7 ナノレに f~ す技術が

たいへんでした。はじめの頃の実験ではこちらの

波形の白戸いをよそのアンテナのものとくらべるも

どして 1[( して行ったのです。 4見A て"1;): 野辺山の U;'j:

~tやそれから作った i庄l杉はなかなかの紘を行って

います。

この阪航は，アメリカのへイスタック天文台と

波長1. 3センチメート/レて'実験しながらの時間を盗

んで古いています。
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W3 とい 7 名前の 'IL:~，止似の動きを調べその動き

からこの天体までのぬ雌をしらべようという観測

です。数かH ごとに Willi] を続けるのです。米JJ は

賀，!iiif系外的屯I血税を mった I ，;J じようなま1I.測をこん

どは凹界'I'の天文h といっしょに行います。

波長 1.3セム〆チといえばミリ波の入り U です。も

ちろん0 ∞01紗に近い精度は得られるはずです.

野辺山のような大きなアンテナが1mわると.波形

を野辺 III とくらべて時計の11いをなおせばよいの

で成功のl主介いむ上がって来ます。 0.0001抄の時

代はもうそこまでやってきているようです。

むつ一つのスペースVLBI のほうも，どうやら

円本に IlJ-\需がまわってきそっです。アメリカとヨ

ーロッパが述イ干して検討していたクェーサント百|

凶がなかなか進まないのです。我国で体制がとと

のえば，この前裂な分野でもかなりな政献ができ

るチャンえがありそうです。

スペースV LBIが H常茶飯"I'になったあかつき

には， 0.0ω01砂町計副"が可能になります。銀 iur系

内全域にわたって距離の i白按 iJIII定が可能になり.

超新星の傑発などをつかえば数億光年の距離測定

bJ2iではなくなってきます。なんとか実現にこぎ

つけたいと与えています。

八ツ岳山麓にある野辺山電波天文台全景 (もりもと・まさき)
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地球直径の2倍以上のもの基線を利用するスペースVLBI実験
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壇画
.1者

お知らせ車東京車東軍東京東南東東京東京)i(東京班)i(単車南東京車二量~

時を育む能代市子供館 唱郵

厳寒の H が続いていた能代に漸く存の息吹が!\¥: おすみ"の似:tL M-3SII}~t~ ロケ y 卜の m2 段目

じられる可t. ";'M け itt しと rrl の合 lHJt J'ら発卦した 安勢 iLl] 御装 itt の実物大棋引などが展 iJ 、されていま

子供館は.一足'，" <春日差を与えてくれました。過 す。これらのよlIi' r 句しさは表現 }J に乏しい小生で

1， 12 年 1M! 能代の山政に見能代ロケ y ト尖験にと御 は.Ji分の- Lfl~現できません。皆さん足JI 一段

尽力下さリ.今年 4 月で!J.Li且なさった幽村 tli 長が この素町i しい能代 f 供館を御覧になっては自11Mてe

長い綴} J その佐行(組子)をあたためてこられただ すか。(lJII リ)田市~))

けあって，県内はもちろん唱全国地方榔市でもそ

の貫Ii を見ない民充実したものです。敷地[(ii相(公

凶合) 18ωnl"，建物鉄筋コンクリート 21荷主主約 15

OOml。館内は.全て秋凶杉を使用。 1 1椛は .illぴ

坊や、ふしぎな広場. トノポのH 玉など'Io\\.')iK 山。

2 階は. 1'1然と i~ しの科学をテ 7に地Ill，の動植

物，人体標本.現代IL:-千機総装誼寸 :'W コーナ一等。

特にすー'山 i コーナーには.プラネタリウムや. “お

*ロケット・衛星・気球関係の作業スケジュール( 5 月・ 6 月)

5 月 6 月

l 5 '0 '5 20 25 w 5 10 " zυ 2S 30
u 白. .L , , , I , , I i'L AιtL , , , .I I i.~~.~

月ペネトレータ '1 入ぷ駿 (~1 2 回} ~n 仁

NTCl
NTC~則市機{スタ J ド 計捌系} KM-O-2 f也 i 也慢.え験

:-.1 "1 <

高庄司Yス定Nl n i 験 1i

SI3C

人気成';k検

電Z…ー…一一一勺一|への|均わりあいがあったが，

if'たらす。今まさに絶好のテニスンーズン I11'I
1滅後.厳しい食料雌l時代のいむ品から変身し 分我が意を付判4線コートにぶつつけ， 1斑に完}

今日までほぼ40年余Ii庁内・伽1 入 所外対抗戦 成した相絞胤コートでの史なる U棋にむけて j

等に数々のi成績と思い出とドラ7を~'.みだした (船弘勝之) !
コ ト。人材と熱烈な愛好者に忠ま tし H つ J'l 理置lIE: l
l打込めて習を備をし可められたコ一寸への愛7nは， 画面時勘定 ，，，..~~正~'i 号 1

1 同を附つず皆山二て怯なかろう均、 圃圃・E幽回同組・・幽歯固圃岨・・・凶 i

i 美と filll;!iを追ヰ凡なカ九:':l祁わうしい突 )J をつ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.1

! Itた人. 仰〉成制引jせず悩んだ人~!，再々と 圃圃圃園周E園田-・E・-・・ 4

1謀揺を持ちすばらしい';:Jーチに21まれセンスを p c:; ';'; ド«'一一て司・・圃 I j

i 一地し成札 t~A. …川仕ょJ品川解脱され I~'一 也J i
i 気分転換を L t~A. して一寸干後の~やかドリ 1 ・ ・主~l

i ン代目糾、を抑止人Jあそ iげれド勺 I .r. 守 i
μJL ニヰぷ二二ニニよふふニニょニ…一一… .....'V____~ 、………一…ム ~....J
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一一\応 *rすいせい」も地球帰還の旅へ

問 IUS¥I r さきがけ J (I SAS ニュース No. 7]

担問 j 附)に怖さ jすいせい J の腕
松媛近距離を大恥 1に制紛するためのスペースゴル

フが 4 月 6 円か句 5 1:1 1臼lにわたり尖施された.幅

修J1二の場 fh 約 2 干万 km の擁近距離をf. 'J 6)j ~mに

まて-11(，めようという試みてdある。今 [u[ は NASAか

ら符n数段として刈イul'のスベースコノレフ界のTiT

T7 ァーカ一博上の凡'寸る中 r さき iJ 'i t J にく句

べややじ~'じゃ，Hi〉のRes をなだめすかしつつ，ホ

ールを [ul ることになった。

私li~~的には. fitの速度修正一量6501/s に対 L.

オーバーシュートをi!!fけるため6401/s の g~jf.を実

施，いわば l アンダーハーで rすいせいJ600' 、ス

にあたる 4 月 10 1:1無白Ji コンペを終了した。全てが

うまく1iけは'1992年 8 HI血fj~ をスウィング，<イし

た「すいせし、」は 1998年子ンベノレ・7' '>ト Jレ咋iT

及びジヤコビニ・ツインナー雪星に彼jfr. 観測で

きる "I 能性があるが.これはまだまだ事'物部。

(Iμ i'I\)古)

*r ぎんが』観現I)速報

「ぎんが」は観測装出.大面積比W'] ~ I 数竹の悩

能，'(，'必を宇ιFI (j(1 として.趨新~(，の残骸.カンオ

へアー A. 大7セ'ラン ll'Z内向50 ミリ秒間 lUIのハル

サーなどの観測をおこなった。前者からは.鉄の

強い締線スペクトルが(I刻 I )，後-I'iか句は 50 ミリ

秒間lUIのハルスが(Iχ12 )観測され.大而Hi比例;~十

数告が x 線スペクトルと. x 線的II寺IlIJ変動の観

〈図 1 >

10"

"の例:線
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〈図 2>
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ワピ附
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日
500) 1世間 1500)

法敏

測にJl) 1待通り，あるいはそれ以|の刊 lit を発糾 fす

ることが確必された。さらに.後者向データの閥

均l向平析をさらに詳しく行うことによリ.このパル

サー(=中性 OiUの白+ム周期の変化を知ること

ができる。これは同時に.物型的にも!u要な成栄

である。(渦 lil 千\I久)

*宇宙科学講演と映画の会開催される

第 6 回 'j': 街科学講演と i峡1~li の会が 4 月 18 1:1(村

'F-i主 11 時30 分から令楽町朝日ホールにおいて|井 Hit

された。この行'1' 1;1，本研究}叶が発足した日( 4

月 14n)を記念して行われているものである。イメ
if.は. 2)) に羽ち卜げた M-3SB-3号機による X

線天文御原「ぎんが」に I，\lJL ，板野教授による.

「プラ y クホールをさがすJ 並ひ。に~，研究所の将

来計画とも附迎する秋柴教技による「近未来の 'j

宙 i6動」と%1した E轟泌が行われた。さらに映l向、M

-3S[]-3"-x 線天文衛 }It. r ぎんが」の誕サーが

」映された。

当日は.一般.大学生.高校 'I: 等約 300 名の;f~~品

があ I) ，質問 b~ 般にわたり雌況のうちに棋を閉

じた。当研究所の活動の一端を紺介するとともに.

オHi科プ・のiJt展状況について所外の h に々御用!解

を得ることができた。(1f，\ 4メ|到太郎)
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*ボイジャーによる海王星オカルテーション実験

NASAによって 1977年夏に打上げられたボイジ

ャー 2 ちがノい12. 土 m を総て 111 年 I H 末チセレン

ジベ-4j.';.放の l在前に天王星を通過し，数多くの美

しい:与兵を送ってきたことは記憶に新しい。そし

て同機はその後も JI~び続け 1989年 8H25tI午後 l

時30 分頃，故後の目燃である ifがr: JIi.に 11 ，(桜近する

予定である。その時の地球からの距離はが J45 f. c: キ

ロ，電波で JJ 1 " ill4 時 II\] も裂する超遠距離である。

その|祭また多くの:与真似杉も q j われるが.同時に

ポイジャーが il iL l" !j!の梨↑ HII を泊りその前後に屯械

がその大気府を通り抜ける時の周波数や位相のず

れ.振 I~il\ の滅ぶなどを地上て'観測して i正に大気府

の組成を調べようといういわゆるオカルテーンヨ

ン(掩蔽)尖験が行われる子定である。この時 il ，j 司

E の誕 fl!11 を通過する時 I lI J は 45 分伎なので NASA の

j栄二;J:: 'I山局ではオ ストラリアのキャノヘラ局及び

mit 天文用のパークス }<;J しか受信することができ

ず. しかも上記の様に起遠距離て凶あるため SN が

極めて J巴いので. 111 年五 NASA より|ロ l実験に日米

共|百 j実験として参加してもらえないかとの袈 ~llj が

あった。

そして今年 3 月には NASA の専門家チームがヰ

'Ii i耐を訪れて詳細 lな技術的tJ令せを行った。その

結果臼 ITI64mφ アンテナの通信手、に多少の改 ilt は裂

するが何とか lien に合うのではないかとの見通しを

待て近く ISAS-NASAnlj の介芯に j主するものと忠

われる。

ボイジャーは 12 年間 lの長い旅の披後の日中?であ

る海上 Jl~ を観測した後は太陽子、外へ飛び出してし

まうため、この純の尖験としては故後のチャンス

であり， また三r: 'I山川 f としても将来の ，8R. ミ y ンヨ

ボイジャー I::: よる海王星オカルテーション実験

ンにおける同砲の笑験にも役立つと思われるのでー

関係者としては娃非成功させたいと刷っている。

また iliFF 星通過 41 時間後にはその Jaj 片'て凶あるトリ

トンの Z民間 IJ も辿るのでその|務にも il l: ili なデータが

得られるかも知れないと利ザチームの人々は!明刊

している。

そのためには水素メーザーの導人，受信 li~ の改

iiL ミニ・コンの設置と?ハートウェア由!て刊のh! i 1;91 の

外‘軌道技びアンテナ角成千報仙の精骨 l な日 I~:.

他局デ タとの1t成技術などソ 7 卜ウェアの llii か

らも多くの技術的 m1 巡山を克服する必裂がある。

そこで OJ にはボイジャー受信尖験を q-] い.原め

て微弱な 'ilt ll!i( ー 162dBm) を受 {fj" することに成功

した。ついでに記すと]J J には以前このニュースて凶

お知らせした TORS によるスペス VL l:l l尖験の 2

回 Ij を NASA. 大丈 f;~ f' 辺山，屯 lUI 鹿};， lj と共同

て寸 1 い. 25 例の 7 ェーサーの内 23 佃について相関

が枚出され大成功て vあった。白川の大引アンテナを

利用した国際協力が活々と実現していることは喜ば

しいことであると思う。(内村敏充，日 ~i' 忠)

*日中横断気球の準備すすむ

内之浦から放球して東ンナ Il ，j を越えて中[£[大院

でい|収するといフtI司 l 大河 Wi 附I31 球実験の準備

が，今年も進められている。 3 年計画の初年度で

あった [[1 年は 2 機の)jj[ foR が行われ • p.\\:).> 上海周辺

で回収された(~表紙カット~ 昨年の航跡図)。

昨年の尖験では. KSC で内政球. LIil( J!也に到達さ

せる技術，あるいは日中日 l凶のテレメータ，コマ

ンドなと 4 の主\}， RJ 学的な試験が二七目的であったが，

今年度は木俗的な科学観 iJ!l I が H 中 2 機ずつ，日 I- 4

機千定されている。円本fHiI め PI は町iJ)(府胤の化"f:

反応、を調べる名大~r1tfJJtの NOx測定ttit と，わが住i

ト y プクラスの1jj協と村nt;，さを 1~ii えた以京天文fI

のれfoR望速鋭I1 AT-II. -)，中 [£1 fI!~のド I は 'Y 'd.iX

線観測R~ (南庁、・繁金山大丈古)と銀河品、外線ffl

l主鋭( I-M天文子i )で， ともにリアクンヨンホイ

ノレによる姿勢制御装置を格 :1;1(している。 U 中 l山l

国の代表力上が飢州結保を鋭い合う今年の4，場所

は 7 月中旬から約ーか H[lil. 内之 IJhて叫Jim され

る千定て"ある。(芝井 Jよ)
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下
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電気推進

1985年内 I AF凶際会議に山附した折. Advanced

Propulsion の委以会で次回プログラムの汀議をし

た.この II 干の tlfU:iL は全 li 屯気推進屋であったが.

ESA 代表は泡気推進はもう Advanced Propulsion

ではないと言い山した。その可い分は.システム

として完成し. HI 千件を待つ状態に手ったからだと

いう。米 11< 1代表は，いやまだまだ応 HI が凡えて米

ないから将米物， と反，諭した。今回この欄は将米

物を扱うのだそうで)-街 pit では 1985 Jドの詳 1山も

白ずと定まれ I) ，向感がある.

ところで，凶 II ;t ESA の 1985 年の B論文に現われ

た ~4 側，~n1Ji I の';1t 7df!: 進開発状況比較て・ある。現 {I: ，

';IL ーは flii 並てー主流となっている J~! 式はイオンエンジ

ノ( m~·l l1 /~I~. カウ 7 '7ン巾りと M P0 (屯総 J111.

アークジェット)て'ある。 i司 l を』よると H 本は二

!型式についてダントツであり，大変に持上げりれ

た感じがする。 NASA イオンエンジン (3Ocm ， 8

em) は n~豆町先輩初であり， ESAイオンエンジン

(RITA シリーズ)む共にーこれでもかという科

的地」試験をこなしているので. M't';U:Jf~について

は作 IJil 尖力伯仲とみてよい。 R 4"の MPO は宇宙

研で IJ~J 発したものである。 '80 年に l たんせい 4 号

街 1"1 1 で. '83{1 ーには SI';PAC でヰ 'Ji 拭験を行ったこ

とが I~ll 的表現になっていると且 l う. ESA のM I'

IJ を l、 }j に凡て、:f)(々にとっては気分のよい表現で

あるが.ここに現れてない側 I~i が大 Jドて'ある.そ

。"'“...・ l J.. 闘it J.~ ・lieu
刷 l ，..f 叩凹

'"引 E ーlTutfd I fSA
J AlTA10,..川一

Q，・ I." ・e

，"，叫刷 -

0・・・，.剛叫

h ,""t"", _
"OOtl1

以SA ~ASA

"・ a 伺,
!so
HlP

「ー

l.DOr ・(0<' 1 _

1".tU1Q“..制 日目
図1.電気挺進開発状況比按

宇両手|学研究所栗木恭一

れは;'It})で. ニれこそ，江主、推進的命てーある。 た

んせい 4U" では 20W ， SE ドAC では 200W であっ

たかり， ill 川ンステムとして MPO が欲しい紋低

限 1 自Vには J止んでいな、、.そうしたIll!で比たと

き，図 l の山て以後の米 lEI の動きには続くべきも

のがある。それは 1995 司可 lにな坊が WI 待されてい

るヰ: H-i 川、「カ 'SP-100 と.これを川いた 10- JOOKW

級の MPll アークジェット|泊先が急速に始められ

たことて'ある. '90 年代半ばには NASA/USAF M

I' D が辺倒にまで伸びて図 l は権りかえられよう@

しかも数 IOkWで.て

とむあ 2 し '('ii川Ii研では lμ附χ刈12のような s ト U を日桁

した 1 KW級 MP Iリ)ンステムのJ地也卜式験を日ド ii主

つている o また. m·'，正明町一純であるホーノレ刑エ

ンジーノ研究むfJl せて引なっている。これ等が近い

将来. 1'<11 における辺倒的成に i主 L ， Advanced

Propulsion の枠から外されることを前 1っている。

(くりさ・きょういち)

図2. 宇宙研 1 剛級 MPD スラスタ
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-~食事、 L'i;#"
期待を集める日本の衛星

宇宙科学研究所小川原嘉明

御{i じのよヲに.太陽は約 11年周期1で活動を繰

り返している.太陽活動的中でむ訟も激しく変化

するのが太陽フレアと呼ばれる太陽而での燦発現

象で. t:臼他f生L坤カか、 lゆ0分カか‘ら数H時干 III

f傑蛙数1億E例分に相当するエ才ネ、 Jルレギ一が光や， x 線.

7線として紋 :_H される.活動期にはフレアが頻発す

るが.このような天体的傑発現象は他の多くの天

体でも色々なJ.Ji. 1.>iてヴ~'F.しており.太陽フレアの

研究はこれら科的米体的活動を理解するための必

礎としても極的て重裂である。的図的太陽活動観

大JUIは 1980-1981年で.このl時は '-j':'1出併の「ひの

とり」と NASAの SMMi軒以が初めて太陽フレアの

系統的なlIl il\ll をおこなし~画期的な成栄を卜げた。

この結!止を総指し.今後的研究の万 1(lj を検討する

研究会(口米セミナー)が 4 月初めにノ、ワイで|井l

料品された。

丁J江 (， iAc h' I' て J品J9r もよかったためか. 日本

から約 15 1'1 が参加l した。本|主|からは品'-)30名，その

他的問か句数名が*まり.合百|約sot，が. 4 口 IHJ

にわたって熱心に説1，論を統けた。店、は.点京天文

台の渡辺.7t 川 l山l 氏と 3 月 Aくから本:["1内で.米国

のl剥係者と SOLAR-A何回際協力研究として突地

される予定的観測内容と観;1\11装也般討をしていた

ので f'l;~# この日本セミナーに参加することが:11

来た。

ノ、ワイは t干さんにも極的て馴染深いところで

あるから.いまさら u也州をご紹介する必望書もな

いがーやはリ大変・・ L、いところ"である。ワイキ

キ・ピーチの繁J«街から少し外れたところにある

ホテルは.まさに砂浜に接しており.部II;{かり水

着て'出かけてむ全〈不 n 然でない。ホテルの 1 階

には.受付ゃ"ー.レストラン等が有るが.ニれ

が道路若手りの人U から.反対制I)の海J_~~に向かつて

送金に吹き抜けのようになっており 2 階以 l を支

える λ;ぃ村だけが目 \1.つ。なんでも. ~:tt i.止がきた

ときにニニを海水が'尖き抜けるようにしてあると

いうのには恐れ入った。寄宿は 3 階かり上なので

まずは!t2，(.，。ただー残念なことに.毎日朝1811，\，に

お迎えのパスが来て会議場につれてゆかれ.苅:1 I)

は夕方 51 時半ころになるので.タ fi と'海水浴をする

ur ;t はなカ‘った。

会議場は.ハワイ大学的中にあるイーストウエ

スト センターのジェファーソノ ホールの 21' 皆

である.このセンタ には， H 本の協力むあった

らしく.広い日本風庭 l認には大きな池や， -LJ'灯~b.

があ。) ifll 鯉がおよいでいる。会議五は， II 主sot ，

fo\l立が.疋而に向かつて 1ι 円形で 3V 宜的階段状に

配;llしたゆったリした l市に座れるようになってお

り.それぞれの胤にマイクや!日 JII 字通訳fI1<今回は

101:わず)的批新の装 ill なと'ハイテクを駆使してあ

る。勿 J曲これは日本~である。スライド， 1ゆ~llhj.

ビデオ， VG. 等{ofでも即座に使える。大安保ま

しい設備である。わが1 街研も.新キャン，、スに

はこのくらいのものが欲しい ι のとつくづ〈与え

させられた。

3 口 IHI，太陽物理主の故近の成*=とこれかりのJI(

守Jについて突っ込んだ議論がおこなわれたが.は

とんどどの話 L. 11立後は判で抑したように この

川叫については SOI"AR-Aが答えてく札るだろう"

という言葉で終わっていた。 4 H"'I は，特に日 o

LAR-Aのためのセ"//ョンに当てりれ，口本の1ヰf

Mに対1 る ["II'~(I(J ,,: I則心と!日J jヰの深さは守'屯l外の

ものであった。以前にも品目介したよヲに.本;凶内

向激しい競争の結栄，守山飛行-I: L ，7' 7 トンの

ヰ'いるし I'ARLの研究チームがSOLAR-Aに参IJII

することにむったが，これに給むいろいろなあつ

れきの悦話等む 1!tJこえて来ている。そして今は.

どフしたらデータを使えるのかということで. 日

本1削除l係者に牒詰談宇I)する姿が円立ってきた。

L.I'i¥Rしのメンバは.朝 811.~か句 8 時半まで

n 本.冶の勉強をして. tJ本との~'<I百l研究で巡れを

とらないように努力している. NASAは， NASA
的地上局を使って SOLAR-A の受 f~ をしたいと熱

心に 1:[~ している。'/-'(用は全て向こう持ちでデー

タの置は 1古1l'lするのだから大変魅力的な初である。

しかし JJI.:去の 1軒以五五 IIJ を与えてみると. その 2晶子?

H 本のill! 11Jセンターは 2，11 時Ia l体制になる. n ゃ;の

ように fffi R.をill!用する専属的スタ y フがな〈て.

千いιK.が交主主でこれにあたっている限リではなか

なか実行は鮒しいというと句本国側で人を派遣し

て J単l刊を ~IJ Iするとまてー言ってく tι る。 i'l lI!;もグ〉こ

となカぜ句.外|玉 1<') 即Jl奇と 9与 Q~. そI"Lに刈して l ぅ〉

に対応、 tH 米ない ll< l玉|の実状の IUJ のj品燕を Mi，忠させ

句iLた。(おカサヲ句・よしあき)
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「込~~長宙 アンテナの話 (2)

一一アンテナの利得と指向性，インピーダンス一一

アンテナの特刊をよすパラ〆 タの'I'で.米記

のものはjbt も基本的なものでしょフ。しかもこれ

らは.特株主ー場合を除いて司受信アンテナの他も

送信アンテナの似と|百l じになります。

アンテナの利仰は. 'eli波の集束力を l~J~i~~アンテ

ナとの比で表したもので.通常はアンテナ正 111m

rll] での披大他を係ります.一般の地中ifJ7$:の利引』が

f.-f号泣力的I干i 加を:O~I旅するのとは，多少~'{なりま

す。表現法としては等 }J性アンテナ(尖際には存

在しません)とのレベル比て・表す絶対刷l仰と. '¥".

波長ダイポーノレアンテナとのレベ Jレ比を用いる相

対利得があ I) ますが. 'j" 宙研ではパラボラ等の|剖

WI 自iアンテナと線状アンテナのいずれに対しても

liij-1' 0が肘いられています。

J1'r H1t はアンテナから Iii. 射される屯波の強さを.

正 IMilli ，)かりの角度を変えて測ったものです。止

rillhli'j レベノレて'J!て脱化し.また dB で表すことも多

い。従って，利仰と J旨 li'I'M を II] ，、れば，任立のお

I"IIJ での屯 i庄の強さが rll 併できます。

アンテナから放射される IlL波は，アンテナ表 IlJ i

に分イ II する屯流または他流から出て来ると 4・えら

れます。従って放射特刊はこのIt!: i~[ や磁流の ~I~J

II') 広がりにより決まり.線状アンテナではエレメ

ントが長いね，開門前アンテナでは IMi h~ が大きい

唱

/¥/
A ,

、

ノ〆、、

4

凶R
忽
酢

M
W
X

/
B r ずい位、、 l 認"何ア〆亨ナ

(G22.3dB.229JMHl

角 P管 l府》

図 1 各種戸ンテナの利得 (GJ と指向性

将.またアレイアンテナではエレメノト数が多い

rfi 弱い利仰と鋭いビ ムを得ることができます。

l対 1 は. j"'riilJl'で使われている代表的なアンテナ

のー利得と~，\守 li， j ，rJ とを耳、しますのんと A21;l:ロケ y

ト J品。|世子レメータ送信 JTJ ア/テナの政射パタ ン

を表していますが，感肢が無くなる点(ナノレ)が

ロケ y ト前万以外に存杭しません。

B は，、レー圭t~，探査機「すいせい」に搭岐され

た高利得アンテナ(開U直径8Ocm) のハターンで

す。この場合，正 IMi方向のヒ -7 を有する1:ロー

プと，それ以外のサイドロープが町IWに分かれて

います。また Cの臼川局64mアンテナと較べると，

-3dB となる主ビーム的側が約80fifll:しそれだ

け従波のJRllU) が守jいわけです。この図では判り

ませんが日と Cの主ロープのjf.1ふ A と民なって

:iflflihi 古l を制Iiとして対祢なので，ベン~)レビーム

と liT ばれています。

次にインピーダンスは抵抗と似た定数で，アン

テナを1IT.公回路側からみた裕子ト l止を表します。こ

の不 "i!， ~1 トが大きいと電波が宅 ttll に山にくくなリ.

またそれ品:て・なくても 1章i!l!.通信 i干の JL ，:;'I:t 止 FMIL;

i基では特性劣化の原因になります。

インピーダンスに:1.;悼する lfi 凶としては，アン

テナの政射;tl'の他に，給司 L回路，アンテナ胤凶

の媒質汚があります。!'X 12 は、 L-3H-2 明ロケ y

トで打ち上げたインピーダンスプロープにおける

1/(インピーダノス×角周波数)の変化を市し

ます。品Hill のプラズ?の.:~;型 iによる共振現象が現

れており、この性質を利 1*1して宇市ツ~lI rl でのむ子

持'，:/:立を洲定します。-，:; i-:'I白日f- IJ,WT- .'ι

l 醐
yース終娠

~ '‘"駐日Ok.『∞

k
g
}•.. ,

'--ハイプリ J ト笑..

き -4」十寸一「すす古 12 ,. I‘
周d主徴 (MHL)

図 2 プラズマ測定周戸ンテナのインピーダンス
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あれから 20 年

渡辺清

3J-I 23 日の 6 時30分ごろである。仕‘-J'~ b 終りい

つものように f'l' /H I とー綜楽しんでいた時でした。

突然謀長から「渡辺さんちょっと J と呼ばれ Illl

いたのが 4 JJIIHI て'生研の厚生掛へ転勤するこ

とが決まったということでした.キャンハスが相

模l血へ移転するということで通勤の問題等で多少

悩んでおりましたが.現実に内示を受けてみると

向分向身の公持ちがこれで良いものかと桜雑でと

フとうその夜は限めたお摘になってしまいました。

翌日， 2 J-1 5 1:1に打上げられた M-3S Il -3 号機の

検討会.悦1li会があり.その!市で多くの h々から

r転勤するんだって? J とぶわれ r ぎんが」の成J}J

で皆さん楽しく会~，ri しているのになぜか私の公持

は築いでいました。

20年n判明白航ZE附究所の観測l ロケン卜:業務掛に

採用になった店、に 43年 3 J-1に 500-TVC地上燃焼尖

l般に出娠を命ぜられたのが総務HI としての初{十 oj';

でした。私はロケ y 卜 t土験というかり利学の以先

端をn< 恰貯のいいものを ft!像していましたが，

実際は j且でした。 -!~:~~iのドームを動かすにも尖

験班只の力で14' したリ司ケープルも l 本 l 本50­

60mの距離を人11で引いておりました。そんな '')'1

働力に欠かせないのが， J也 Jじの利二業員のおじさん

たちでした。総務腕として監'皆する立場上，長柄t

にヘルメットといういで立ちで実験場を飛びまわ

ったものです。当時的総務ljfは内之浦，能代と尚

から北へと年mJ -Itl低 4 か月位向出張があり，内之

illlから tll~ って一週間!もしないうちまた能代へ。そ

れでー格問ったのが~~でした。作業員のおじさ

んたちの会請が半分 L理解できずまるで外凶(本

当は外国は知りません)での 'I 泊のようでした。

alJ f1145年 2 JH11:1L-4S-5 号機が打トーげられ，

尖験腕のみならず内之浦町民いや H 本金 l斗民が待

ちに 1寄った我が|吋判 Jの人寸 1衛星「おおすみ J が誕

生しました。ニの「おおすみ J の誕生は幾多のご

苦労の後の成功て 1 現地での先生方はじめ尖験班

員の存び感慨はひとしおだったと思います。その

作ぴは東京でも同じで 8 号館の業務の部崖に臨

時，正部が設置され，海外述絡 ljf が前践していまし

た。打|げ 1 時un 位前から NASA と ~tt 訴を結びス

ケジュールの進行状況を連絡(これは教 'tdll ，当)。

私i主は凶内の関係方 l自iへの連絡を担当していまし

た。いよいよ緊張の一瞬， Three, Two,One.Zero,

';R i活で話している先生の声も幾分緊張しているよ

うに聞こえました。そして20分， 30分約泌するう

ち， NASA受{元財から次々と「おおすみ」のf正泌

を受似したとのi主紛が入 I) , とうとう内之 illlでも

'hi;' ってきたその~t!:放を確認したという ill絡が入っ

た l燐 1 1\ 1. だれともなく「ゃった，Jiオ」のl奥井f が

あがりました。発射の瞬間|の緊阪と成功したH与の

あの感慨を忘れることができません。あれから 20

年ミユーロケ y 卜もミュ 3S Il}\~と大きくなり

「さきがI'rJ rすいせい」の~31Il.傑1'f.機j(文 1軒

以「ぎんが」を成功させてきましたが，その Illl -l'f

びばかりではなく M-3C-3号機による CORSA の

火 Ii:<， r本所長.森所長そして技総務ほの光筑波

会iEiif.さんの寸、事等悲しい山米半もありました。

今以はロケット開発を段初に行った生産技術研究

所に勤務しておリます。主にむお i止に立てなかっ

た店、を御指導下さった先'!'.h ， また~~先手Eに!態調

するとともに， 21世紀をめざすすばらしい宇宙科

ザーの少を実現するために. もっと強 )j なロケット

を開発していかれることを祈念いたします。

(わたなべ・きよし)

((I量i\ 今月号よリ凶世界の科学術皐 に

V 径五己リ絞〈ンリーズものとして ヰ:'，jj工学

\』戸/ 近未J!~ をお送りします。近い将米

に実説される nf能性の高い宇山ム学分針の話題

を取リ上げて行こフと店、います。(続本)
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